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米
田
ふ
れ
あ
い
号
・
き
よ
み
ず

バ
ス
は
、当
初
か
ら
、運
転
を
そ
れ

ぞ
れ
米
田
地
区
区
長
会
、き
よ
み

ず
バ
ス
協
議
会
に
委
託
し
、地
域

と
の
協
働
に
よ
り
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

き
よ
み
ず
バ
ス
は
、利
用
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、平
成
27
年

10
月
に
、
1
日
2
往
復
の
計
4
便

か
ら
、
1
日
3
往
復
の
計
6
便
に

増
便
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、米
田
ふ
れ
あ
い
号
は
、

利
用
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
10
月
に
、8
人
乗
り
で
あ
っ

た
車
両
を
10
人
乗
り
の
も
の
に
更

　

加
東
市
で
は
、既
存
の
公
共
交

通
機
関
の
維
持
・
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、公
共
交
通
機
関
が
な

い
地
域
に
対
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
実
情
や
課
題
を
踏
ま
え
、自
主

運
行
バ
ス
の
導
入
を
第
一
に
、地

域
の
み
な
さ
ん
と
連
携
・
協
議
し

な
が
ら
、よ
り
よ
い
生
活
交
通
手

段
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
交
通
手
段
の
確
保
や
自
主

運
行
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

企
画
協
働
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

畑
・
廻
渕
・
池
之
内
・
湖
翠
苑

の
各
地
区
に
は
、路
線
バ
ス
を
は

じ
め
と
し
た
公
共
交
通
機
関
が
な

く
、自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
方

に
と
っ
て
、自
由
な
外
出
が
難
し

い
状
況
で
し
た
。そ
こ
で
、地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
、

平
成
24
年
10
月
か
ら『
米
田
ふ
れ

あ
い
号
』を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

上
鴨
川
・
下
鴨
川
・
平
木
地
区

の
鴨
川
地
域
で
は
、神
姫
バ
ス
の

社
清
水
線
が
平
成
26
年
3
月
に
休

止
し
た
こ
と
を
受
け
、地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
て
、

同
年
5
月
か
ら『
き
よ
み
ず
バ
ス
』

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
24
日
の
か
と
う
和
食
の
日

の
取
り
組
み
な
ど
、ま
ち
を
挙
げ

て
進
め
て
い
る
和
食
の
普
及
と
、

和
食
に
よ
る
健
康
増
進
。そ
れ
ら

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、ま

ち
の
拠
点
づ
く
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
に
お
い
て
も
、子
育
て
世
代
と

そ
の
子
ど
も
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、か
わ
い
ら
し
く
ア
レ
ン
ジ
し

た『
デ
コ
お
せ
ち
』作
り
を
通
し

て
、よ
り
気
軽
に
和
食
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

調
理
方
法
や
、素
材
の
一
つ
ひ

と
つ
に
意
味
や
願
い
が
込
め
ら
れ

た
和
の
伝
統
・
お
せ
ち
。お
子
さ

ん
と
一
緒
に
お
せ
ち
を
作
り
な
が

ら
、家
族
の
幸
せ
を
か
み
し
め
、素

敵
な
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
3
日
（日）　

　

第
1
部　

10
時
〜
12
時　

　

第
2
部　

13
時
〜
15
時

場　

所　

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

パ
ー
ク
Ｂ
ｉ
ｏ
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

3
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

　

と
そ
の
保
護
者

内　

容　

デ
コ
お
せ
ち
づ
く
り

　

○
犬
お
に
ぎ
り
○
門
松
ち
く
わ

　

○
薔
薇
か
ま
ぼ
こ
な
ど

講　

師　

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ　

　

い
ち
ご
は
ん
主
宰　

苺
マ
マ　

　

石
野　

愛
さ
ん

参
加
費　

1
組
2
，0
0
0
円

　
（
材
料
費
込
み
）

　

〇
お
子
さ
ん
は
1
人
あ
た
り

　
　

5
0
0
円
で
増
員
可
能
で
す
。

定　

員　

各
部
10
組（
申
込
順
）

募
集
開
始　

11
月
10
日
（金）
〜

申
込
方
法　

①
住
所
②
保
護
者
の

　

氏
名
③
同
伴
す
る
お
子
さ
ん
の

　

人
数
と
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
受

　

講
希
望
時
間
を
記
載
し
た
電
子

　

メ
ー
ル
を
、
ま
ち
の
拠
点
づ
く

　

り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ま
で
お
送

　

り
く
だ
さ
い
。

　

両
自
主
運
行
バ
ス
で
は
、運
行

環
境
向
上
の
た
め
に
、今
年
度
か

ら
、運
転
手
手
当
を
増
額
。車
両
管

理
の
負
担
を
減
ら
す
カ
ー
ポ
ー
ト

の
設
置
も
完
了
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

協
働
部
企
画
協
働
課
（
庁
舎
4
階
）

　

☎
4
3
・
0
3
8
8

米田ふれあい号　きよみずバス　好評運行中

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
の
拠
点
づ
く
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　

☎
0
8
0
・
3
7
8
7
・
5
2
5
4

　

電
子
メ
ー
ルiitoko.kato@
gm
ail.com

●運転手の方々から
○人を乗せるので、安全に気を遣って
　大変ですが、地域の方から「便利で
　助かっています」「ありがとう」と喜
　ぶ声を聞くたび、やりがいを感じて
　います。（きよみずバス・大畑さん）
○お年寄りが乗っているので、ブレー
　キ操作には、特に気を遣っています。
 　　　（米田ふれあい号・島田さん）

●利用者のみなさんから
○親戚や近所の人に頼まなければ買い物や病院に行けませんで
　したが、きよみずバスがあれば、自分ひとりで気軽に買い物や病
　院に行くことができ、助かっています。（平木地区・中山さん）
○運賃が安く、お財布に優しいので、外出する機会が増えました。
　地域の人が利用され、コミュニケーションの場にもなるので、
　毎回乗るのが楽しみになっています。（廻渕地区・藤木さん）

【地域の方々の声】

平成26年度

471人 641人 800人

620人 747人 752人

平成27年度 平成28年度
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お
せ
ち
教
室

【年々増加！両自主運行バスの利用者数】

新
し
ま
し
た
。 　加東市では、畑・廻渕・池之内・湖翠苑・上鴨川・下鴨川・平木の各地区住民のみなさんを対象に、

市名義の自家用車による有償旅客運送事業（自主運行バス）を、地域のみなさんに運行を委託し、実施し
ています。
　全国的に公共交通の利用者が減少し、路線の減便や休止が行われていますが、畑・廻渕・池之内・湖
翠苑の住民のみなさんを対象とした『米田ふれあい号』、上鴨川・下鴨川・平木の住民のみなさんを対
象とした『きよみずバス』は、いずれも利用者が増加しており、地域で欠かすことのできない移動手段と
して、多くの方に親しまれながら、有効に機能しています。

　加東市では、畑・廻渕・池之内・湖翠苑・上鴨川・下鴨川・平木の各地区住民のみなさんを対象に、
市名義の自家用車による有償旅客運送事業（自主運行バス）を、地域のみなさんに運行を委託し、実施し
ています。
　全国的に公共交通の利用者が減少し、路線の減便や休止が行われていますが、畑・廻渕・池之内・湖
翠苑の住民のみなさんを対象とした『米田ふれあい号』、上鴨川・下鴨川・平木の住民のみなさんを対
象とした『きよみずバス』は、いずれも利用者が増加しており、地域で欠かすことのできない移動手段と
して、多くの方に親しまれながら、有効に機能しています。

　加東市では、畑・廻渕・池之内・湖翠苑・上鴨川・下鴨川・平木の各地区住民のみなさんを対象に、
市名義の自家用車による有償旅客運送事業（自主運行バス）を、地域のみなさんに運行を委託し、実施し
ています。
　全国的に公共交通の利用者が減少し、路線の減便や休止が行われていますが、畑・廻渕・池之内・湖
翠苑の住民のみなさんを対象とした『米田ふれあい号』、上鴨川・下鴨川・平木の住民のみなさんを対
象とした『きよみずバス』は、いずれも利用者が増加しており、地域で欠かすことのできない移動手段と
して、多くの方に親しまれながら、有効に機能しています。
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問
い
合
わ
せ　

総
務
部
財
政
課
（
庁
舎
4
階
）☎
4
3
・
0
4
1
3

　

地
方
公
共
団
体
は『
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
』に
よ
り
、財
政
の
早
期
健
全

化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る

た
め
の
統
一
的
な
指
標（
健
全
化

判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比

率
）を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字、連結実質赤字が生じていな   
　いため「―」で表示し、参考に黒字の比率を（　）内に「△」で表示しています。
※将来負担比率については、将来負担額よりもそれに充当できる財源が上回るため
　「―」で表示し、参考に比率を（　）内に「△」で表示しています。
※資金不足比率は、資金不足が生じていないため「―」で表示し、参考に資金剰余の比
　率を（　）内に「△」で表示しています。

　

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
加

東
市
の
状
況
は
、国
が
定
め
る
基

準
を
、充
分
な
余
裕
を
持
っ
て
ク

リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
が
発
表
し
た『
県
内
市

町
の
平
成
28
年
度
決
算
見
込
み

（
普
通
会
計
）お
よ
び
健
全
化
指
標

等
』に
よ
る
と
、借
入
金
返
済
額
の

大
き
さ
を
示
し
た
実
質
公

債
費
比
率
で
は
、県
内
41
市

町
中
で
11
番
目
、北
播
磨
地

域
内
5
市
1
町
で
3
番
目

に
低
い
数
値
で
収
ま
っ
て

お
り
、将
来
に
財
政
を
圧
迫

す
る
可
能
性
の
度
合
い
を

示
す
将
来
負
担
比
率
で
も
、

県
内
で
7
市
町
と
と
も
に

同
率
1
位
と
、優
秀
な
財
政

状
況
を
維
持
で
き
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
、健
全
な
財
政
運

営
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、今

後
、小
中
一
貫
校
の
整
備
な

ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
や
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、引
き
続
き
、健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　　　区分
実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

　 加東市
－（△ 3.61％）
－（△33.23％）
5.1％
－（△95.5％）

早期健全化基準
   13.06％
   18.06％
   25.0％
  350.0％

財政再生基準
  20.00％
  30.00％
  35.0％

　　　区分
病院事業会計
水道事業会計
下水道事業会計

　 加東市
－（△ 27.3％）
－（△258.6％）
－（△ 14.2％）

経営健全化基準
　　20.0％
　　20.0％
　　20.0％

健全化
判断比率
健全化
判断比率
健全化
判断比率

資金
不足比率
資金
不足比率
資金
不足比率


